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研究の概要 
木簡など出土文字資料のもつ情報抽出の効率化を図るとともに、これを一元的に管理して資 

源化し、結集した知を新たな資料の情報抽出に役立てる知の循環を確立する。そして、出土文 

字資料統合データベースの構築を図り、海外を含めた他機関と連携しつつ、日本の木簡の約 7  

割を調査・保管する機関として相応しいセンター機能の構築・遂行に資する。 

研 究 分 野：人文学、史学、日本史、史料研究 

キ ー ワ ー ド：日本史、史料研究、木簡学、出土文字資料、漢字、文字認識 

１．研究開始当初の背景 
奈良文化財研究所では総合的・効率的に木

簡情報を提供する研究拠点ツールとして、釈
読支援システム「Mokkanshop」と木簡画像
ＤＢ｢木簡字典｣を作成･公開してきた。 
その過程で、木簡に関する研究の拠点的機

能をさらに強化するために、ａ厖大な木簡資
料の情報取得の効率化、ｂ木簡資料に関する
さまざまな知の結集、ｃそうして集められた
木簡に関する情報や知を効率的に保管し活
用するためのシステムの確立、以上 3 つの課
題が明らかになってきた。 
 

２．研究の目的 
 上記の課題を解決することで、歴史叙述に
重要な役割を果たすようになった木簡など
出土文字資料のもつ情報を一元的に管理し
て資源化し、結集した知を新たな資料の情報
抽出に役立てる知の循環を確立したい。 
 また、日本の木簡の約７割を調査・保管す
る機関に見合うセンター機能に資するとと
もに、木簡など出土文字資料が、国民共有の
身近な生きた歴史資料となるよう努めたい。 
 
３．研究の方法 
 上記の 3 つの課題に対応し、Ａ木簡など出
土文字資料のもつ情報を効率的に抽出・管理
する研究、及びそれらの画像データの拡充、
Ｂ木簡そのものやその周辺の関連情報を効
率的に活用できるよう知を結集する研究を
基礎に、Ｃ釈読支援システム｢Mokkanshop｣
と木簡画像データベース「木簡字典」を中核
に据えた統合木簡データベースを構築する 

４．これまでの成果 
Ａ、木簡など出土文字資料情報抽出の効率化 
(1)資料の情報を効率的に管理・活用するシス
テムの開発 
・アノテーションツールの開発・運用 木簡
の情報を一元的に管理するためのアノテー
ションソフト（Mokkanotator）の β 版を実
用化した。削屑整理の大幅な効率化・省力化
が図れ、『平城宮発掘調査出土木簡概報(43)』
（2015/11 刊）の編集に生かすことができた。 
(2)情報そのものの拡充 
・既撮影フィルムのデジタル化と新規撮影 
木簡の既撮影資料（フィルム）のデジタル化
と、平城宮・京跡出土木簡の新規カラー撮影
を進め、計約 5,500 点（表裏別カウント）の
木簡の約 3 万文字画像を「木簡字典」にアッ
プした（累計約 14,000 点、9 万文字画像）。 
・全国出土木簡等の撮影 長門鋳銭所跡、伊
場遺跡群、秋田・鳥取・埼玉県内などの木簡・
墨書土器の撮影を継続して実施した。 
Ｂ、木簡など出土文字資料の知の結集 
(1)画像検索機能の構築 
・木簡・くずし字解読システム―MOJIZO―
の開発・公開 従来の「木簡字典」は、テキ
スト入力〈文字引き〉による文字画像データ
ベースだったが、今回新たに画像入力〈画像
引き〉による文字画像データベースを構築・
公開した。これは先行科研で開発した釈読支
援システム｢Mokkanshop｣(モッカンショッ
プ)を高次化し、Web 用プログラムに改変し
たものである。同時に東京大学史料編纂所の
電子くずし字字典ＤＢとの連携も図り、テキ
ストによる検索に対して画像による検索シ



ステムとして生まれ変わらせることに成功
した。今後未解読資料や、記号など非文字資
料の検索への応用が期待できる。 
(2)木簡の文字の字体研究の深化 
・木簡所用文字の標準字体の検討 標準字体
一覧を作成すべく、異体字関係を検討中しつ
つデータ抽出作業を進めている。 
(3)検索機能の強化 
・｢木簡字典｣の高次化 語句を意味分類しタ
グ付けした XML データを利用し、意味ツリ
ーから選択･検索する意味検索機能を搭載し
た結果、異表記の検索が可能になった。 
 (4)周辺データベース群の充実  
・木簡研究論文ＤＢ  個々の木簡に関する研
究文献を『木簡研究』掲載論文などから抽出
して「木簡研究文献一覧」として整理し、「木
簡字典」に搭載して公開した。また、「日本
古代史研究文献目録データベース」（法政大
学国際日本学研究センター）と国立情報学研
究所「CiNii」へのリンクを貼った 
・｢古代地名検索システム」 Mokkanshop
に搭載していた文脈処理機能のうち、地名検
索について、漢字と読みから検索できる単独
システムを開発・公開した。 
・｢正倉院文書字典｣  奈良女子大学古代学学
術研究センターの黒田洋子氏の協力を得て、
「木簡字典」の枠組みを応用した「正倉院文
書字典」のクライアントＰＣ版を開発した。
未公開だが、Web 公開システムも構築した。 
Ｃ、出土文字資料統合データベースの構築と
連携の拡充 
(1)統合データベースの構築 「木簡・くずし
字解読システム―MOJIZO―」により、テキ
スト検索と画像検索を兼ね備えた統合木簡
データベース実現への見通しを得た。 
(2)情報発信や他機関との連携 
 木簡の実物展示「地下の正倉院展」を毎年
秋に継続して開催した。また、台湾中央研究
院歴史語言研究所との間で、木簡・簡牘の研
究協力に関する協約書を締結し、同所所蔵の
居延漢簡の赤外線撮影を行った。 
 以上、これまでの 3 年間の研究で、木簡な
ど出土文字資料に関する知の結集と資源化
の枠組み完成に向けた歩みを軌道に乗せる
ことができたと考える。 
 
５．今後の計画 
Ａ木簡など出土文字資料の情報抽出の効

率化について、アノテーションツールの削屑
以外の木簡への応用、Ｂ木簡など出土文字資
料の知の結集について、①削屑の形状による
検索機能の構築、②木簡の標準字体一覧の作
成と文字認識精度向上への活用、③「正倉院
文書字典」の Web 公開、④古代地名検索シ
ステムへの木簡表記の搭載などを進める。 
 以上を受け、Ｃ出土文字資料統合データベ
ースの構築と連携の拡充について、従来の
「文字引き」と「木簡・くずし字解読システ

ム―MOJIZO―」の「画像引き」を統合した
統合木簡データベースを構築し、ß 版の公開
をめざす。また、引き続き諸外国・機関との
連携を図り、東アジア木簡学・資料学に寄与
したい。当初の研究目標は概ね達成できる
見込みだが、今後広い情報発信や学校教
育への活用などにも配慮していきたい。  
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